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2018年納期ダイアリーが
出来ました。
2018年納期ダイアリーが
出来ました。

優勝　アサヒ装設（株）優勝　アサヒ装設（株）

2018年の国税、県税、市税、社会保険料、労働保険料等の納付時期が
記載されているダイアリーを作成しました。
窓口にて無料でお渡ししておりますので、ご希望の方は御来所下さい。

おめでとうございます。（大会結果は、2頁に掲載）

平成 30年白山商工会議所

新年互礼会のご案内

会員紹介コーナー

●日　時

　　　　  ※受付は11時～
●場　所    グランドホテル白山

今月の
あさがおさん
 vol.37

勤務先：有限会社村松如矢商店
 花のむらまつラスパ白山店
趣　味：テニス・歌をきくこと
ひと言：早く一人前になれるよう、先輩方か

らの指導に従いながら、日々 成長
して行きたいです。一つ一つの仕
事に責任感を持ちながら行動する
ように心がけています。また、笑
顔を忘れず接客して行きたいです。

諸谷　彩さん
 もろ　や　　　あや　

平成30年１月4日（木） 
午前11時30分より

※参加ご希望の方は、同封の参加申込書にて当所へお申込下さい。

南米エクアドルよりアンデスのスーパーフードオーガニックキヌアを直輸入

　標高3000mの過酷な自然条件の、
南米エクアドル・チンボラソ県。
　この土地の人々は、今世界的に需要
が高いスーパーフードキヌアを、伝統農
法でオーガニック栽培しています。
　ただ、土壌侵食、水不足、栽培技術不
足という問題に加え、小規模生産者に
とって市場開拓が困難なため、彼らの月
収は100ドル以下となっています。
　JICA農村開発プロジェクトで活動を
していた私は日本の食品メーカーなどに
紹介したものの、取引は成立しませんで
した。 そこで、私自身が彼らから直接輸
入して日本で販路開拓することを決意し、
帰国後に“フェアトレードオンライン
ショップ エコノマト”を立ち上げました。
　ご支援お願い致します。

フェアトレードオンラインショップ エコノマト

金沢市諸江町にあるカフェ「シエル・エ・メール」さんで
スーパーフードキヌアを使ったランチ会開催＆キヌア販売会

白山市行善寺にて
販売させていただいています！

エクアドル産オーガニックキヌア▶

代 表 者  東野　奈津恵
住　　所 石川県白山市法仏町558番地
T　E　 L 090-3766-1251
E - m a i l  economatonatsue@gmail.com
U　R　L https://economato.net/

北陸
本線

松任総合
運動公園→

千代野南

●ヘアーハウス
マリーン・ブルー

●nikuQ●㈱共和建設

㈱かゆう堂●
松任工場

八幡神社●

●
千代野自動車エコノマト

104

　今年の会員大会の記念講演会の講師である国際
ジャーナリストの蟹瀬氏は、石川県生れとは知り
ませんでした。どんなお話がきけるのか、楽しみ
ですね。講演会は午後３時30分からです。ご興味
のあります方は是非どうぞ。
　皆様のご意見・ご感想が励みになります。是非、
担当までメールでお知らせ下さい。お待ちしてお
ります。　 （竹田）

E-mail：takeda@hakusancci.or.jp

編集後記
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会報  白山商工会議所

　
卸
小
売
業
部
会 

　

女
性
消
費
者
の
目
線
か
ら

日
頃
の
買
い
物
に
つ
い
て

女
性
会
と
の
意
見
交
換
会
　
開
催

　

十
月
二
十
三
日︵
月
︶︑卸
小
売
業
部
会

︵
福
住
部
会
長
︶は
こ
め
倉
珈
琲
に
て
︑

部
会
員
と
女
性
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
︒

　

当
日
は
︑池
元
こ
と
み
女
性
会
長
を
は

じ
め
︑五
名
の
女
性
会
員
と
︑十
名
の
部

会
員
が
参
加
し
ま
し
た
︒

　

当
部
会
で
は
︑今
年
度
新
し
い
試
み
と

し
て
︑ま
ず
は
自
分
達
の
足
元
を
知
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
︑女
性
会
会
員
を
対
象
に
︑

女
性
消
費
者
の
目
線
か
ら
普
段
の
お
買

い
物
っ
て
ど
う
い
う
風
に
思
っ
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
︒

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
︑普
段
よ
く
買

物
す
る
お
店
と
そ
の
選
択
理
由
や
︑地
元

の
お
店
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
︒

　

調
査
の
結
果
︑

お
店
の
選
択
理

由
に
つ
い
て

﹁
近
く
に
あ
る
﹂

﹁
自
分
の
好
み

の
あ
っ
た
商
品

が
あ
る
﹂﹁
利
用

に
慣
れ
て
い
る
﹂

が
ベ
ス
ト
３
︑

ま
た
地
元
の
お
店
に
感
じ
て
い
る
事
で

良
い
と
こ
ろ
は
︑﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
﹂﹁
親
し
み
や
す
い
﹂﹁
融
通
が
利

く
﹂な
ど
︑ま
た
良
く
な
い
と
こ
ろ
で
は
︑

﹁
駐
車
場
の
不
足
﹂﹁
品
揃
え
が
少
な
い
﹂

﹁
入
り
に
く
い
﹂な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
︒

他
に
も
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

意
見
交
換
会
で
は
︑お
店
の
発
信
の
方

法
が
重
要
で
あ
る
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
︑

衣
料
品
に
関
し
て
︑近
場
で
自
分
に
あ
う

モ
ノ
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
お
店
が

ほ
し
い
︑口
コ
ミ
で
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
コ
ス
ト
も
か
か
ら
ず
一
番
い
い
発
信

方
法
で
は
な
い
か
等
︑た
く
さ
ん
の
忌
憚

の
な
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

今
後
も
部
会
員
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
懇
談
会
を
開
催
し
︑少
し
で
も
事

業
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
︒

　
製
造
業
部
会
視
察
研
修
会
　

　

十
月
三
十
日︵
月
︶
～
三
十
一
日︵
火
︶

製
造
業
部
会︵
水
越
裕
治
部
会
長
︶は
︑
視

察
研
修
会
を
実
施
し
︑
部
会
担
当
の
福
田

副
会
頭
を
は
じ
め
︑
部

会
員
総
勢
十
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
︒

　

今
回
は
︑
舞
鶴
・
丹

後
方
面
へ
行
っ
て
来
ま

し
た
︒

　

舞
鶴
で
は
︑
ジ
ャ
パ

ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
㈱
舞
鶴
事
業
所
を
見

学
︒
こ
こ
は
︑
明

治
三
十
六
年
に
開

設
さ
れ
た
旧
海
軍

の
舞
鶴
海
軍
工
廠

を
前
身
と
し
て
お

り
︑
百
年
以
上
の

歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
日

本
海
側
最
大
の
造

船
工
場
と
し
て
︑
防
衛
省
や
海
上
保
安
庁

向
け
艦
船
及
び
商
船
の
建
造
や
修
理
を
行

っ
て
い
ま
す
︒

　

当
日
は
︑
広
大
な
敷
地
に
あ
る
加
工
︑

組
み
立
て
︑
ド
ッ
ク
︑
塗
装
工
場
な
ど
の

施
設
を
バ
ス
で
周
遊
し
︑
旧
海
軍
工
廠
の

建
物
で
︑
今
は﹁
舞
鶴
館
﹂と
し
て
海
軍
工

廠
時
代
か
ら
の
様
々
な
歴
史
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
る
資
料
館
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
︒
そ
の
後
︑
ユ
ネ
ス
コ
世
界
記
憶
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
た
舞
鶴
引
揚
記
念
館
も
見

学
し
て
き
ま
し
た
︒

　

宿
泊
は
︑
丹
後
半
島
に
あ
る
奥
伊
根
温

泉
に
宿
泊
し
︑
親
睦
を
深
め
ま
し
た
︒

　

翌
日
は
︑
伊
根
の
舟
屋
を
見
た
後
︑

京
丹
後
市
に
あ
る
田
勇
機
業
㈱
を
見
学
︒

こ
こ
で
は
生
糸
の

糸
繰
り
か
ら
機
織

り
ま
で
︑
丹
後
ち

り
め
ん
製
造
の
全

工
程
を
見
学
す
る

こ
と
が
出
来
き
︑

歴
史
を
感
じ
る
約

六
十
台
の
織
機
が

心
地
よ
い
音
を
立

て
な
が
ら
現
役
で
稼
働
し
て
い
ま
し
た
︒

全
て
の
織
機
が
︑
地
元
石
川
県
の
津
田
駒

工
業
㈱
の
織
機
で
あ
る
こ
と
に
︑
皆
さ
ん

は
驚
い
て
い
ま
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
天
の
橋
立
を
観
光
し
籠
神
社
︑

真
名
井
神
社
の
参
拝
や
股
の
ぞ
き
で
有
名

な
笠
松
公
園
を
散
策
し
て
き
ま
し
た
︒

会
頭
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

接
戦
を
制
し
た
の
は
ア
サ
ヒ
装
設（
株
）

　

今
年
度
の
会
頭
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
十
月
一
日
・
十
五
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
、津
田
駒
工
業
㈱
松
任
工
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
、二
十
四
チ
ー
ム

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
し

た
が
、両
日
無
事
に
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
試
合
で
は
手
に
汗
握
る
接
戦
、好
プ

レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
、多
く
の
選
手
や

家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

入
賞
チ
ー
ム
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

 
 

 

　

ア
サ
ヒ
装
設
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準
優
勝
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村
上
建
築

　
青
年
部
だ
よ
り
　

十
月
例
会﹁

人
づ
く
り
﹂に
つ
い
て
考
え
る

　

十
月
二
十
七
日（
金
）、当
所
三
階
研
修

室
に
お
い
て
、十
月
例
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
二
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、中
小
企
業
に
お
け

る「
人
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
蓑
輪
紀
子

氏（
キ
ャ
リ
ア
オ
フ
ィ
ス
み
の
わ
代
表
）を

講
師
に
お
招
き
し
、独
自
の
社
員
教
育
研

修
な
ど
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

社
員
の
教
育
方
法
と
し
て
、蓑
輪
氏
は

「
百
社
百
様
に
方
法
が
あ
り
、多
数
決
が

答
え
で
は
な
い
。
問
題
の
認
識
を
間
違
え

る
と
答
え
も
間
違
え
る
。」と
し
、現
状
何

が
問
題
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
唱
え
、「
現
在
は

Ｏ
Ｊ
Ｔ（
オ
ン
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
）か
ら
Ｏ
Ｊ
Ｅ（
オ
ン
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）の
時
代
に
な
っ
て
い
る
。」

と
し
、参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
、自
社
繁
栄
に
活
か
す
ヒ
ン
ト
を
探

り
ま
し
た
。女

性
会
だ
よ
り

第
四
十
九
回
北
海
道
全
国
大
会

北
の
大
地
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
集
結

　

十
月
七
日（
土
）、第
四
十
九
回
全
国
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
北
海
道
全
国
大

会
が
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国

三
百
十
八
女
性
会
か
ら
約
二
千
七
百
人（
当

所
女
性
会
よ
り
六
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会

長
は
、「
今
こ
そ
各
地
域
の
女
性
活
躍
を

け
ん
引
す
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が

輝
く
女
性
経
営
者
団
体
と
し
て
、さ
ら
な

る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と

全
国
の
女
性
会
メ
ン
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

続
い
て
挨
拶
を
し
た
三
村
明
夫
日
本
商

工
会
議
所
会
頭
は
、「
日
本
経
済
の
再
生

と
地
方
創
生
の
実
現
に
は
、女
性
の
柔
軟

か
つ
大
胆
な
発
想
と
実
行
力
が
重
要
な
鍵

と
な
る
。
ぜ
ひ
と
も
各
地
女
性
会
に
お
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
動
を
け
ん
引

し
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、第
十
六
回
女
性
企
業
家
大

賞
お
よ
び
全
商
女
性
連
表
彰
の
授
賞
式
が

行
わ
れ
、最
後
に
来
年
の
開
催
地
で
あ
る

岩
手
県
の
メ
ン
バ
ー
が
次
回
の
岩
手
総
会

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
大
会
が
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、

（
株
）ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取

締
役
会
長
の
似
鳥
昭
雄
氏
を
講
師
に﹃「
お
、

ね
だ
ん
以
上
。」～
ニ
ト
リ
の
成
長
秘
話
～
﹄

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
連
女
性
会
視
察
研
修
会

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
お
も
て
な
し

　

十
月
六
日（
金
）に
、北
海
道
全
国
大
会

に
先
立
ち
現
地
入
り
し
た
当
所
女
性
会
を

含
む
県
連
女
性
会
メ
ン
バ
ー
が
、六
花
亭

札
幌
本
店（
札
幌
市
内
）に
会
し
、視
察
研

修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
花
亭（
株
）代
表
取
締
役
社
長
の
和
田

滋
氏
か
ら
六
花
亭
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。「
六
花
亭
に
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル

が
な
い
。
損
得
で
は
な
く
善
悪
で
判
断
し

て
行
動
し
て
い
る
。」と
の
説
明
に
、従
業

員
の
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い

る
姿
が
企
業
の
強
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

【お持ちいただく際のご注意】
･お持ちいただくキャップは水洗いをした後、乾かして下さい。
･回収はペットボトル飲料のキャップのみです。醤油・ソースなどの
フタは対象外です。
･キャップについているシールは必ずはがして下さい。

【回収方法】
キャップ一個からお持ちいただいて結構です。
商工会議所へ来所の際にお持ちください。（会議や研修参加時など）

第 11 回引渡し結果
（平成 29 年 10 月 17 日）

収集キャップ個数 37，625 個
収集キャップ重量 87.5kg
ポリオワクチン相当数 43.75 人分

ご協力ありがとうございます。

女性会 環境活動　エコキャップ運動近況報告
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友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ん
だ

静
岡
県
藤
枝
商
工
会
議
所
や
藤
枝
市

の
特
色
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
月
は
、藤
枝
商
工
会
議
所
で
春

に
好
評
を
博
し
、秋
に
も
開
催
と
な

っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

蓮
華
寺
池
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場�

（
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
横
）あ
ず
ま
や
に

て
、今
年
度
事
業
計
画
の
重
点
事
業

の
一
つ
、商
工
会
議
所
と
J
A
大
井

川
と
の
共
催「
レ
ン
ゲ
ジ
お
さ
ん
ぽ

マ
ル
シ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

目
玉
の
企
画
は
、サ
イ
コ
ロ
を
振

っ
て
白
子
商
店
街
、上
伝
馬
商
店
街

の
お
店
を
巡
る「
商
店
街
す
ご
ろ
く
」

で
す
。当
日
は
、雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、家
族
連
れ
な
ど
が
参
加
し
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
普
段
立
ち
寄
っ

た
こ
と
の
な
い
お
店
に
入
れ
て
楽
し

か
っ
た
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

白
山
市
の
物
産
等
も
販
売

　

藤
枝
市
主
催
の
藤
枝
の
食
を
基
本

テ
ー
マ
と
し
た
、第
４
回
フ
ー
ド
ス

マ
イ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
ふ
じ

え
だ
が
、藤
枝
市
民
体
育
館
、藤
枝
市

武
道
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、市
内
を
は
じ
め
藤
枝

市
の
交
流
の
あ
る
団
体
・
企
業
が
約

50
ブ
ー
ス
を
構
え
、農
産
物
、物
産
等

を
積
極
的
に
売
り
込
み
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
藤
枝
市
の
姉
妹
友
好
都
市
で

あ
る
石
川
県
白
山
市
の
ブ
ー
ス
で
は
、

威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
共
に
、お
酒

や
お
米
等
の
販
売
も
行
な
わ
れ
、多

く
の
お
客
が
立
ち
寄
り
、た
い
へ
ん

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度

　

　
自
動
車
整
備
事
業
関
係
功
労
者

　
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

こ
の
度
、当
所
議
員
の
原
勉
氏（（
株
）

ハ
ラ
自
動
車
代
表
取
締
役
会
長
）が
、自

動
車
整
備
事
業
に
永
年
に
わ
た
り
精
励
さ

れ
、関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
、業
界
の

振
興
や
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度

　
市
政
功
労
者・技
能
功
労
者

　
表
彰

　

白
山
市
は
平
成
二
十
九
年
度
の
市
政
功

労
者
及
び
、技
能
功
労
者
を
発
表
し
ま
し

た
。
当
所
会
員
か
ら
四
名
の
方
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

左
記
の
と
お
り
、ご
紹
介
し
ま
す
。

市
政
功
労
者

【
市
民
善
行
者
】

田
中
　
滿
雄
　
氏（（
株
）田
中
屋
）

　

福
寿
草
松
任
芽
保
存
会
長
と
し
て
、長

年
に
わ
た
り
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
貴
重

な
早
咲
種
福
寿
草「
松
任
芽
」の
保
存
伝

承
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、市
内
外
に

そ
の
魅
力
の
発
信
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

技
能
功
労
者

池
崎
　
外
茂
治
　
氏（
㈱
イ
ケ
ザ
キ
設
備
）

管
工
事
技
士

　

管
工
事
技
士
と
し
て
、高
い
安
全
意
識

と
優
れ
た
技
術
で
多
く
の
配
管
工
事
を
施

工
す
る
な
ど
、業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

大
浦
　
宏
一
　
氏（
㈲
オ
オ
ウ
ラ
）

畳
職

　

畳
職
と
し
て
、熟
練
さ
れ
た
手
縫
い
の

技
で
寺
院
の
畳
改
修
を
手
掛
け
る
な
ど
、

業
界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

干
野
　
六
月
夫
　
氏（
㈱
松
明
電
設
）

電
気
工
事
士

　

電
気
工
事
士
と
し
て
、優
れ
た
技
能
を

発
揮
し
、工
事
の
み
な
ら
ず
電
気
の
保
安

に
も
顕
著
な
功
績
が
あ
り
、業
界
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

合
格
お
め
で
と
う

第
二
一
一
回
日
商
珠
算
能
力
検
定
合
格
者

（
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
二
日
施
行
）

　

一
級　

　

聖
川　

晃
生　
　

越
島　

煌
波

　

野
田　

祐
玄�

以
上
三
名

　

二
級　

　

林　

さ
と
か　
　

村
田　

麻
緒

　

谷
内　

星
舞　
　

田
下
莉
央
奈

　

河
野　
　

葵　
　

中
根　

瑚
子

　

村
本　

乃
愛　
　

長
谷
田
侑
士

　

末
信　
　

翼�

以
上
九
名

　

三
級　

　

西
村　

美
咲　
　

橋
本
亜
寿
人

　

石
坂　

蒼
菜　
　

上
野　

煌
貴

　

荒
木　

良
太　
　

吉
本　

晃
琉

　

藤
田　

昂
芽　
　

長
谷
田
侑
士

　

安
根　

伶
奈　
　

長
谷　

色
葉

　

福
本
さ
く
ら　
　

高
本　

祥
穂

　

山
本
誠
士
郎　
　

木
村　

友
香

　

佐
伯　

志
織�
以
上
十
五
名

友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
十
三
回
）

10/21レンゲジおさんぽマルシェ　10/29フードスマイルフェスティバルinふじえだ

　おおむら夢ファームシュシュの本部、有限会社シュシュは、
長崎空港から車で15分ほど走った大村湾が一望できる小高
い丘の上にある。1万5000㎡の敷地には、農業体験ができる
ブドウ畑やリンゴ畑があるほか、シュシュで栽培されているさま
ざまな農産品や、それを加工した各種食品を販売する物産館、
さらにはレストランや結婚式場などがある。時代は6次産業化
といわれるが、先駆けとなる長崎県を代表するビジネス農業
体である。
　同社の創業は、今から約20年前の1996（平成8）年。現社
長である山口成美（なるみ）さんをはじめ、地域の若い農業後
継者8人が、小規模農家の限界を感じ、所有していたビニー
ルハウスを利活用して、栽培していたイチゴの販売や、イチゴ
狩り体験を事業としてスタートさせた。
　しかし、それだけでは足りないと感じた山口さんたちは、翌
97年からは自分たちが生産しているイチゴやブドウ、さらには
梨やイチジクなどの店売りを続ける一方で、地域の農業者か
ら卵や牛乳などを仕入れ、大きさや形で出荷販売できない規
格外の果物を、ジェラートやパン・ケーキに加工して販売するよ
うにした。それを契機に、店名もアイスクリーム工房「手作りジェ
ラートシュシュ」と変えた。
　その後、地元の若手農業者約40人の参加を得て、勉強会
や全国各地の先進的なビジネス農業体の視察を頻繁に行っ

た。その成果として、地域の中小農家が大同団結し、魅力度
を高める現在のシュシュ構想が生まれた。
　しかしながら、その建設には多大の資金がかかるだけで
なく、リスクもあった。構想が煮詰まるにつれ、メンバーは減
少していき、最後まで残った農業経営者8人で「おおむら夢
ファームシュシュ」をスタートさせたのである。ちなみに、シュシュ

（chouchou）とはフランス語の話し言葉で、「お気に入り」と
いう意味である。
　同社の創業メンバーの中核は現社長である山口さんである。
今日の隆盛は、正直、山口さんの経営手腕に負うところが大きい。
　山口さんは1960（昭和35）年生まれ、長崎県大村市の出身
で、両親はイチゴや梨を生産する専業農家であった。山口さ
んは大学を卒業後、地元の農協に就職し、そして30歳のとき
に農協を退職、両親が従事している農業後継者となった。
　定年まで農協に勤務することを考えた時期もあったが、農
協職員であった約8年間、他産業を含めたさまざまな人 と々の
出会いを通じ、「やり方によっては、農業は成長産業になれる
……」と考え、仲間と共にこの事業を始めたのである。努力が
実り、今や、おおむら夢ファームシュシュへの年間入り込み客
数は、県内外を含め約50万人、年間売上高も約10億円、スタッ
フも50人を超す規模にまで成長・発展している。

法政大学大学院政策創造研究科　教授 坂本 光司

農業を成長産業に変えた
『おおむら夢ファームシュシュ』

原　勉　氏
㈱ハラ自動車

あなたの会社をPRしませんか!?～当所会報誌へのチラシ同封・広告掲載のご案内～
当所では会員企業を対象に、会報誌への企業PRチラシの同封・広告掲載のサービスを実施しております。

（発行部数は約1,500部）自社の製品や事業のPR等にぜひご利用ください。

チラシ同封
◆チラシ A4サイズ（両面印刷も可）
◆送付日 毎月中頃予定
 送付希望月の10日までに当所まで納品して下さい。

（1,500部）
◆料　金 1枚22，000円（税込）
◆申　込 送付希望月の前月末日までに同封するチラシ（案）

を添えて、当所へお申込み下さい。内容を確認さ
せていただき、ご連絡いたします。

広告掲載
◆料　金 A4　
 1ページ ………………………… 44,000円／月
 半ページ ………………………… 22,000円／月
 1/4ページ ……………………… 11,000円／月
 1/8ページ  ……………………… 5,500円／月
 1年契約（1/8ページ） ……………60,000円／年
◆申　込 送付希望月の前月末日までに広告（案）を添えて、

当所へお申込み下さい。内容を確認させていただ
き、ご連絡いたします。
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広報委
員会の

　『広報委員会の徒然なるままに…』は会員の
皆様の仕事から離れた一面や、日常の何でも
ないことをお伝えしていく企画です。
　今回は、広報委員会の大竹が、プライベート
ゴルフについてご紹介させていただきます。

「運動不足解消」
　最近、ウォーキングやランニングをされてい
る方が増えているように思います。自分が20
代30代の頃は、若さにまかせて暴飲暴食や不
健康な生活リズムで生活していたころもあり、
健康にはあまり気を使っていませんでしたが、
40歳を過ぎて毎年の健康診断で数値結果に
ついて注意をされるようになりました。日頃
は、どうしても日常生活の中で体を動かすこと
が少なく運動不足を改善する必要があると指
摘を受けていました。そんなときに松任地区
ゴルフクラブ入会のお誘いがあり入会すること
に致しました。ゴルフを楽しみながら体も動か
すので健康には１石２鳥です。

「スポーツの秋」
　今回は、小松カントリー
クラブで今年３回目のゴ
ルフコンペが開催されまし
た。当日は天候が良く気持
ちのよい日でベストコン
ディションの中で成績には
言い訳の出来ないほどの
良い一日でした。プレー中
や食事中、表彰式でもメ
ンバー間の交流が出来と
ても和やかな会でした。ちなみに恥ずかしい
のですがブービー賞をいただきました。次回は
来年になりますがそれまでに練習をして腕を
上げたいと思います。

（文：大竹電機(株)　大竹和彦）

今回のゴルフ場情報
小松カントリークラブ
〒923-0311
小松市木場町セ１番地
電話予約
0120-78-5550
ホームページ
http://komatsu-cc.co.jp

『松任地区ゴルフクラブの紹介』
　松任地区でお住まいもしくはお仕事をされ
ている方なら入会可能です。メンバーの年齢層
は、幅広く30代～70歳代までのメンバーが40
名程在籍しています。年会費3,000円です。活
動内容は、年3回ゴルフコンペを行っておりま
す。初心者方大歓迎です。是非、皆様もご入会
ください。
連絡先：松任地区ゴルフクラブ事務局
木村 義和(090-1631-1962)

第3回 徒然なるままに…

あんしん共済
ご加入事業所の皆様へ

あんしん共済配当金を
お振込み致しました

ご確認をお願いします
還付率10.07％（掛金900円/月の場合 年配当1,088円）

振込日：11月17日
お問い合わせ：276‐3811

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）
を共済制度／福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社
北陸支社　小松営業所　白山オフィス　
〒924-0871　白山市西新町159-2 松任産業会館4F　 
TEL 076-274-3318 

「経営状況の分析」を行いませんか?
　直近3期分の決算書をもとに、「財務分析データ」「SWOT分析」「損益分岐点分析」等の経営状況の分析
を行います。
　定性面（経営の現状把握）、定量面（財務面）での分析が可能です。自社の現状、目標、課題が分かりやす
く把握できる「経営状況分析表」をエクセルデータで出力し、提供いたします。

・基本項目 :事業内容、経営者属性、従業員構成等
・定 性 面 :目標設定（5年後のビジョン）、景況感、経営課題、SWOT分析
・定 量 面 :過去3期分の財務諸表から主な財務分析
  （成長性、収益性、生産性等）

※ご希望の方は、直近3期分の決算書をご持参ください。
※無料です。秘密厳守。

【お問合せ】　当所　経営支援課　TEL 276-3811

く把握できる「経営状況分析表」をエクセルデータで出力し、提供いたします。
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今回の調査結果のポイント
「業況DIは、ほぼ横ばい。先行きは慎重
な見方残るも、緩やかな回復を見込む」

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
調査期間:
2017年10月16日〜20日
調査対象:全国の422商工会議所が
3,861企業にヒアリング

◆全国の業況
　10月の全産業合計の業況DIは、▲16.0と、前月から▲0.7
ポイントのほぼ横ばい。電子部品、自動車、産業用機械関連の
生産や、インバウンドを含む観光需要が引き続き堅調に推移した。
他方、公共工事の一服感を指摘する声が聞かれたほか、長雨
などの天候不順による客足減少、人手不足の影響拡大、運送
費・原材料費の上昇、消費者の低価格志向を指摘する声も多い。
中小企業の景況感は総じて緩やかな回復基調が続いているも
のの、そのマインドには依然として鈍さが見られ、足元でほぼ
横ばいの動きとなっている。
　先行きについては、先行き見通しDIが▲14.1（今月比＋1.9
ポイント）と改善を見込むものの、「悪化」から「不変」への変化
が主因であり、実体はほぼ横ばい。輸出や設備投資の堅調な
推移や株高進行による個人消費の持ち直し、インバウンドを含
めた観光需要拡大などへの期待感がうかがえる。他方、人件
費の上昇や受注機会の損失など人手不足の影響の深刻化、運
送費・原材料費の上昇などを懸念する声も多く、中小企業にお
いては先行きへの慎重な見方が残っている。
◆北陸信越の概況
○全産業の業況DIは、前月と比べ悪化。産業別にみると、製
造業で改善、その他の4業種で悪化した。各業種から寄せられ
たコメントは以下のとおり。
○「パート・アルバイトの不足に加え、新卒者の確保にも難航し
ているため、人手不足の解消を目的に賃上げを実施した」（飲
食業）、「輸出を始めとして引き合いが多く、受注は堅調だが、
カンゾウなど中国産の生薬価格の高騰が続いており、採算は
悪化した」（医薬品製造業）、「公共工事に一服感が出てきたこと
で、受注競争が激化したため、採算は悪化。設備投資による業
務効率化など、対策を検討している」（一般工事業）
○業況の先行き見通しDIは、全産業では今月と比べ改善の見
込み。産業別にみると、建設業、製造業、卸売業で改善、その
他の2業種でほぼ横ばいの見込み。
◆産業概況
　産業別にみると、今月の業況DIは前月に比べ、建設業、小
売業、サービス業で改善、その他の2業種で悪化した。各業種
から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】「鉄鋼や合板などの建材価格が上昇傾向にあり、
採算は悪化。公共工事の発注量に陰りが見え始めてお
り、手持ち工事が不足している」（土木工事業）「民間工事
を中心に工事案件は豊富なため、売上は改善した。だが、
自社の人手不足のほか、下請企業の人手不足も深刻な
ため、受注を見送ることが増えている」（一般工事業）

【製造業】「新造船需要の低迷で取引先からの発注が減り、
売上・採算は悪化が続いてきたが、ようやく新規受注が決
まり、今後の生産活動の見通しが立ってきた」（金属製品
製造業）「世界的な需要増で、自動車やロボット関連から
の引き合いが多く、売上は改善。すでにフル生産の状態
だが、それでも需要増に追い付かない」（電子部品製造業）

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

▲16.0 ▲20.0 ▲14.1 ▲17.3

▲11.4 ▲22.6 ▲8.9 ▲19.4

▲9.3 ▲5.6 ▲9.1 ▲2.9

▲13.1 ▲35.0 ▲13.9 ▲25.0

▲34.6 ▲28.0 ▲28.4 ▲28.0

▲12.8 ▲18.4 ▲11.9 ▲17.9

【サービス業】「売上は堅調だが、人材の確保に苦戦して
いる。求人に要する費用が売上の２％近くに達するなど、
利益が大幅に圧縮され、採算悪化となった」（飲食業）「自
動車関連等の製造業や建設業からの引き合いが好調で、
鉄鋼やアルミなどを中心に配送需要が増加した」（運送業）

【小売業】「長雨などの天候不順により大幅に客数が減少
した。最低賃金上昇によりコスト増が見込まれるが、消費
者の生活防衛意識や競合他社の価格設定などを考慮する
と値上げには踏み切れない」（スーパーマーケット）「気温の
低下に伴い秋冬物衣料に動きが見られたことに加え、イン
バウンド需要が引き続き好調で、売上は改善した。ハロウ
ィンをテーマにしたイベント開催の効果も出ている」（百貨店）

【卸売業】「建設業の民間工事受注が堅調で、売上は改善。
幹線道路沿線では、インバウンド需要獲得を目指し、ホテ
ル建設など不動産活用の動きがあり、今後の受注増が期
待できる」（建設資材等卸売業）「運送費や仕入価格の上
昇により収益が圧迫されている。販売価格への転嫁は難
しいため、利益率の高い商品へ転換するなど仕入商品を
見直し、粗利の確保に努める」（飲食料品卸売業）

（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 1 18,000 0 0 0 0 1 18,000
0 0 7 49,000 2 6,800 2 7,500 11 63,300

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 32,000 3 50,000 0 0 4 82,000

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県地域商工業
活性化融資

0 0 1 11,000 0 0 0 0 1 11,000
1 12,000 2 18,500 0 0 2 6,600 5 37,100

県小口零細融資 0 0 1 1,000 0 0 1 3,000 2 4,000
0 0 6 18,700 1 5,000 3 8,150 10 31,850

県創業者支援資金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
特別支援資金

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市中小企業
創業者支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合         計 0 0 3 30,000 0 0 1 3,000 4 33,000
1 12,000 16 118,200 6 61,800 7 22,250 30 214,250

平成29年10月末日現在

１１月	 	
１５日（水）	 石川県商工会議所青年部連合会
	 第 4回役員会・臨時総会
１７日（金）	 建設産業部会視察研修会、懇親会
１９日（日）	 第 147回日商簿記検定試験
	 大根寿し作り教室
２０日（月）	 正副会頭会議
	 第２７回　会員大会
２１日（火）	 金融なんでも相談
	 無料法律相談
２２日（水）	 青年部 12月正副会長会議
２７日（月）	 青年部 11月例会
２８日（火）	 金融審査委員会
２９日（水）	 交流推進委員会　正副委員長幹事会・委員会
３０日（木）	 	Ｈ29年度日本商工会議所・青年部
	 全国会長研修会（～12/2）
	 正副会頭会議
	 市議会産業建設常任委員会との意見交換会

会議所の動き（11月 15日～ 12月 31日）
１２月	 	
　３日（日）	 青年部家族交流会（クリスマスパーティー）
　４日（月）	 青年部 12月理事会
　７日（木）	 金融審査委員会
１０日（日）	 ハッピーワイルドストロベリー（婚活事業）
１１日（月）	 記帳継続指導
１２日（火）	 人材育成委員会　正副委員長・幹事会
１４日（木）	 地域振興委員会　正副委員長・幹事会
１９日（火）	 金融なんでも相談
	 金融審査委員会
	 無料法律相談
２０日（水）	 正副会頭会議
	 白山市への要望書提出
２２日（金）	 青年部１月正副会長会議
２８日（木）	 仕事納め式

12月以降の主な日程 1月	 4日（木）	 新年互礼会
2月	28日（水）	 総務委員会
3月	 8日（木）	 常議員会
3月	29日（木）	 通常議員総会
4月	24日（火）	 議員・評議員懇談会
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無料個別相談 日時 会場 相談員 備考

記帳継続指導 12月11日（月）
9:00〜12:00

白山商工会議所
１階相談室

北陸税理士会　税理士
髙井和男氏

12月8日（金）までに
要予約。

金融なんでも相談 12月19日（火）
10: 00〜12:00 白山商工会議所

３階研修室

日本政策金融公庫
担当者 12月18日（月）

16時までに
要予約。無料法律相談 12月19日（火）

13:00〜15:00
弁護士法人金沢税務法律事務所
担当者

月 日・曜日 テーマ 内容

１月 23日（火）13：30 明日から経理ができる、経理
入門セミナー

初心者が半日でわかる経理の実務とポイントを解
説します。

１月 26日（金）14：00 青色申告決算説明会※ 決算、申告の方法を解説します。税制改正について
の説明もあります。

１月
31日（水）〜
3月7日（水）

18：30

はくさん元気塾
（５日間シリーズ）

改革テーマを宣言して四画面思考により、自身の
プランを作成し、発信します。

1〜
2月 未定

Facebookセミナー

少人数で、実技中心の気軽にできるミニセミナー
です。Twitterセミナー

YouTubeセミナー

２月 8日（木）14：00 デジカメ、スマホ
上手な写し方

写真の「撮り方」と「基本」のテクニックをお伝え
します。

３月 3日（土）・
4日（日）10：00 はくさん創業応援塾（２日間） 創業の準備と進め方、事業計画の策定方法、役立つ

方法を二日間で集中講義します。

講習会　平成30年1～3月の予定

12月の各種無料個別相談会一覧表

セミナー・無料個別相談ともにお申込み、問合せは、当所経営支援課まで、電話２７６－３８１１

さまざまな課題解消！！

｢企業ドック制度｣で外部専門家派遣
企業ドック制度では、様々な課題に直面する
中小企業のため専門家を派遣し、経営・技術
面の支援やアドバイスを行う事業です。
専門家派遣の費用は無料、秘密厳守でご相
談に応じておりますので、どうぞお気軽にご利
用ください。

｢企業ドック制度｣で外部専門家派遣
　　企業ドック制度の活用事例
○ 製造現場の現場改善を行いたい。

○ 労務管理に関する諸規定を整備したい。

○ 売れる店舗づくりと販売員教育を行いたい。

○ 店舗・商品情報の効果的な発信について。

○ 自社ホームページのＳＥＯ対策。

○ 地域資源を活かした商品づくり。

○ 原価計算、料金体系等の整理を行いたい。
①お申込み
白山商工会議所にて
お申込みください。
御社にふさわしい
外部専門家を選定します。

（オーダーメイドの支援）
簡単なお申込書への
ご記入をお願いいたします。

②外部専門家派遣
一社にて3回程度にて派遣が
可能です。

〔外部専門家〕
・中小企業診断士・税理士・社会保
険労務士・ITコーディネーター 等

③フォローアップ
御社に役立つ有効な
支援策の提案、
専門家・経営指導員による
支援相談をします。

 松任文化会館テナント募集！
平成 30 年 8月にリニューアルオープン
予定の当施設1階に出店しませんか。

　
●住　所　白山市古城町2番地
●施　設　白山市立松任文化会館1階
●床面積　100.8 ㎡
●運　営　レストラン、喫茶、小売等
※コーヒー等を提供するスペースを最低10席
　設けてください。
●営　業　平成 30 年 8月から営業可能な方
●使用料　月額78,000 円
　　　　　（光熱水費等は別途）
●詳　細　白山市役所　生涯学習課
　　　　　（☎274-9572）または
　　　　　ホームページ参照
●締　切　平成 29 年11月末

季節資金のご案内
●石川県小口融資（季節資金・年末資金分）

・限度額 300万円
・融資利率 1.95％（年）
・融資期間 6ヶ月　
・取扱期間 11/1〜12/29
※小規模企業者が対象です。

●白山市中小企業季節（年末年始資金分）資金
・限度額 1,000万円
・融資利率 1.80％（年）
・融資期間 6ヶ月　
・取扱期間 11/1〜12/30
※中小企業者が対象です。

　当商工会議所の平成30年1~3月の講習会計画です。セミナー受講のご予定を立てたり、
御社の人材育成にご活用ください。
　また、セミナーや研修会のご意見やご要望がございましたら、当商工会議所の経営支援課
までお気軽にお声かけくださいますようお願い致します。
　開催時期や内容は変更となる場合がございますので、同封のチラシやこの後の会報でご
確認ください。

会場は白山商工会議所で行います。
※青色申告決算説明会（１月２６日（金））のみ白山市民交流センターで行います。




